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6
.
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
の
体
系
図
及
び

測
定
の
不
確
か
さ

茨
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
体

系
図

（
次
表
参
照
）

芋
測
定
の
不
確
か
さ

①
特
定
標
準
器
に
よ
る
校
正

等
に
お
け
る
測
定
の
相
対
拡

張
不
確
か
さ
（
k
＝
2
）
は
、

0
・
0
4
〜
0
・
1
％
を
予

定
し
て
い
る
。

②
登
録
事
業
者
が
行
う
校
正

に
お
け
る
測
定
の
相
対
拡
張

不
確
か
さ（
k
＝
2
）は
、0
・

1
〜
0
・
2
％
を
想
定
し
て

い
る
。

（第三種郵便物認可） 2006年（平成 18年）9月10日（日）（6）第 2644 号

石油流量校正設備特定標準器

石油用流量計特定二次標準器

石油用流量計登録事業者が校正
する計量器

4
．計
量
法
1
3
5

条
第
1
項
に
基
づ
く

校
正
実
施
機
関
　

　
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術

総
合
研
究
所

5
．特
定
二
次
標

準
器

茨
石
油
用
流
量
計

芋
特
定
二
次
標
準
器
の
具
備

条
件

苑
石
油
用
体
積
流
量
計
も
し

く
は
石
油
用
質
量
流
量
計
で

あ
っ
て
通
過
流
量
に
比
例
し

た
パ
ル
ス
信
号
出
力
機
能
を

有
す
る
も
の
。

薗
測
定
で
き
る
流
量
範
囲

に
、
質
量
流
量
で
0
・
6
7

茜
／
s
〜
　
茜
／
s
ま
た
は

67

体
積
流
量
で
3
逢
／
h
〜
3

0
0
逢
／
h
の
範
囲
を
含
む

こ
と
。

遠
長
期
的
安
定
性
が
評
価
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

鰯
特
定
標
準
器
に
よ
る
校
正

等
の
期
間（
校
正
等
の
周
期
）

　
1
年
 

参考資料 21
．背
景

　
液
体
（
水
）
の
流
量
計
測

は
、プ
ロ
セ
ス
計
測
や
燃
料
・

工
業
原
料
・
工
業
用
水
の
取

引
等
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
利

用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
鉄
鋼
プ
ラ
ン
ト

や
発
電
所
等
の
大
型
施
設
で

用
い
ら
れ
る
　
逢
／
h
〜
3

50

0
0
0
逢
／
h
の
範
囲
に
お

い
て
特
定
標
準

器
に
よ
る
校
正

を
行
な
っ
て
き

た
。
し
か
し
な

が
ら
、
多
数
の

流
量
計
が
使
用

さ
れ
て
い
る
化

学
プ
ラ
ン
ト
や

食
品
工
業
等
で

は
、
使
用
さ
れ

る
流
量
範
囲
が

上
記
の
流
量
範

囲
の
下
限
以
下

で
あ
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
流
量

範
囲
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
要
求
に
対
応
す

べ
く
産
業
技
術
総
合
研
究
所

で
は
特
定
標
準
器
の
改
造
を

進
め
て
き
た
が
、
こ
の
度
改

造
が
完
了
し
た
た
め
、
流
量

範
囲
の
下
限
を
引
き
下
げ
、

特
定
標
準
器
に
よ
る
校
正
の

範
囲
を
0
・
3
逢
／
h
〜
3

0
0
0
逢
／
h
に
拡
大
す
る
。

2
．特
定
標
準
器

　
液
体
流
量
校
正
設
備
（
既

存
）3

．特
定
標
準
器

の
概
要

茨
特
定
標
準
器
の
構
成
（
図

1
参
照
）

　
特
定
標
準
器
は
、
地
下
貯

水
槽
、
ポ
ン
プ
、
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
ヘ
ッ
ド
タ
ン
ク
、
テ

ス
ト
ラ
イ
ン
、
秤
量
タ
ン
ク

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ

ま
で
は
容
量
　
t
の
秤
量
タ

50

ン
ク
の
み
を
使
用
し
て
き
た

が
、
こ
れ
に
新
規
に
開
発
し

た
容
量
5
t
お
よ
び
容
量
5

0
0
茜
の
秤
量
タ
ン
ク
を
追

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
流
量

範
囲
の
拡
大
を
実
現
し
た
。

芋
特
定
標
準
器
に
よ
る
校
正

の
方
法
（
図
1
参
照
）

　
流
体
と
し
て
水
を
用
い
て

液
体
用
流
量
計
を
校
正
す
る

設
備
で
あ
る
。揚
水
ポ
ン
プ
、

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
ヘ
ッ
ド
タ

ン
ク
と
十
分
な
長
さ
の
直
線

状
の
円
管
を
用
い
て
安
定
し

た
水
の
流
れ
を
発
生
し
、
こ

　
れ
に
接
続
さ
れ
た
被
校
正

流
量
計
を
通
過
し
た
水
を
転

流
器
に
よ
っ
て
一
定
の
時
間

秤
量
タ
ン
ク
に
　
導
入
す

る
。
秤
量
タ
ン
ク
内
に
流
入

し
た
水
の
質
量
を
、
秤
量
計

を
用
い
て
正
確
に
測
定
し
、

こ
の
質
　
量
と
流
入
に
要
し

た
時
間
お
よ
び
水
の
密
度
か

ら
被
校
正
流
量
計
を
通
過
し

た
体
積
流
量
を
決
定
す
る
。

　
こ
の
体
積
流
量
を
標
準
と

し
て
、
流
量
計
の
出
力
を
校

正
す
る
。 

（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）

図1　特定標準器の構成

校
正
等
の
実
施
に
つ
い
て

（
流
量（
液
体
流
量
））

計
量
標
準
の
供
給
開
始
と

校
正
範
囲
の
拡
大
咽

計
量
行
政
審
議
会
平
成
　
年
度
計
量
標
準
部
会
資
料
よ
り

17

芋
特
定
二
次
標
準
器
の
具
備

条
件

苑
形
状
お
よ
び
寸
法
が
以
下

の
条
件
を
満
た
す
こ
と
。

　
厚
さ
：
6
亜
以
上

　
使
用
面
の
平
面
度
：
5
　μm

以
下

　
裏
面
に
対
す
る
平
行
度
：

　
　
以
下
／
　
亜

10
μm

50

　
表
面
粗
さ
：
使
用
面
0
・

0
5
　
　
以
下
、
裏
面
0
・

μm
Ra

8
　
　
以
下

μm
Ra

薗
硬
さ
の
均
一
性
が
以
下
の

条
件
を
満
た
す
こ
と
。

　
硬
さ
値
が
2
2
5
H
V
以

下
で
、
試
験
力
が
　
・
0
3

49

N
未
満
の
場
合
、6
％
以
下
。

硬
さ
値
が
2
2
5
H
V
を
越

え
、
試
験
力
が
　
・
0
3
N

49

以
上
の
場
合
、
2
％
以
下
。

そ
の
他
の
場
合
、4
％
以
下
。

鰯
特
定
標
準
器
に
よ
る
校
正

等
の
期
間（
校
正
等
の
周
期
）

　
5
年

6.トレーサビリティの体系図及び測定の不確かさ
茨トレーサビリティの体系図

現新

ビッカース硬さ標準機ビッカース硬さ標準機特定標準器

ビッカース硬さ基準機苑
ビッカース
硬さ標準片薗

ビッカース
硬さ基準機苑

特定二次標準器

ビッカース
硬さ標準片鉛

ビッカース
硬さ試験機遠

ビッカース
硬さ標準片鉛

ビッカース
硬さ試験機遠

特定標準器による
校正等を行う
計量器

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲

芋
測
定
の
不
確
か
さ

①
特
定
標
準
器
に
よ
る
校
正

等
に
お
け
る
測
定
の
相
対
拡

張
不
確
か
さ
（
k
＝
2
）
は
、

ビ
ッ
カ
ー
ス
硬
さ
基
準
機
苑

の
場
合
に
お
い
て
約
2
・
6

％
、
ビ
ッ
カ
ー
ス
硬
さ
標
準

片
薗
の
場
合
に
お
い
て
約

2
・
0
％
を
予
定
し
て
い
る

（
く
ぼ
み
対
角
線
長
さ
2
0

0
　
以
上
の
場
合
）。

μm
②
登
録
事
業
者
が
行
う
校
正

に
お
け
る
測
定
の
相
対
拡
張

不
確
か
さ
（
k
＝
2
）
は
、

ビ
ッ
カ
ー
ス
硬
さ
試
験
機
遠

の
場
合
に
お
い
て
約
2
・
7

〜
3
・
2
％
、
ビ
ッ
カ
ー
ス

硬
さ
標
準
片
鉛
の
場
合
に
お

い
て
約
2
・
2
％
を
想
定
し

て
い
る
（
く
ぼ
み
対
角
線
長

さ
2
0
0
　
以
上
の
場
合
）。

μm

鰯
参
考

　
登
録
事
業
者
が
行
う
現
状

の
相
対
拡
張
不
確
か
さ
（
k

＝
2
）
は
、
ビ
ッ
カ
ー
ス
硬

さ
試
験
機
遠
の
場
合
に
お
い

て
約
3
・
2
％
で
あ
る
。

界
最
高
レ
ベ
ル
の
標
準
供
給

が
可
能
と
な
っ
た
。

2
．指
定
予
定
の

特
定
標
準
器
 

　
石
油
流
量
校
正
設
備

3
．特
定
標
準
器

の
概
要

茨
特
定
標
準
器
の
構
成
（
図

1
参
照
）

　
特
定
標
準
器
は
、
灯
油
用

ラ
イ
ン
と
軽
油
用
ラ
イ
ン
の

2
系
統
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
貯
蔵
タ
ン
ク
、ポ
ン
プ
、

熱
交
換
器
、
転
流
器
、
秤
量

計
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。
ま

た
、管
理
用
標
準
器
と
し
て
、

サ
ー
ボ
式
容
積
流
量
計
を
備

え
る
。

芋
特
特
定
標
準
器
に
よ
る
校

正
の
方
法
（
図
2
参
照
）

　
特
定
二
次
標
準
器
へ
の
校

正
は
、
転
流
器
を
用
い
た
通

液
式
静
的
秤
量
法
に
よ
り
行

う
。
ポ
ン
プ
と
十
分
な
長
さ

の
直
線
状
の
円
管
を
用
い
て

安
定
し
た
石
油
の
流
れ
を
発

生
さ
せ
、
接
続

さ
れ
た
被
校
正

流
量
計
を
通
過

し
た
石
油
を
転

流
器
に
よ
っ
て

一
定
の
時
間
秤

量
タ
ン
ク
に
導

入
す
る
。
秤
量

計
を
用
い
て
秤

量
タ
ン
ク
内
に

流
入
し
た
石
油

の
質
量
を
正
確

に
決
定
し
、
こ

の
質
量
と
流
入

に
要
し
た
時
間
か
ら
被
校
正

流
量
計
を
通
過
し
た
質
量
流

量
を
求
め
、
さ
ら
に
得
ら
れ

た
質
量
流
量
と
石
油
の
密
度

か
ら
体
積
流
量
を
決
定
す

る
。
測
定
で
き
る
流
量
範
囲

お
よ
び
拡
張
不
確
か
さ
（
k

＝
2
）
は
そ
れ
ぞ
れ
、
質
量

流
量
基
準
で
0
・
6
7
茜
／

s
〜
　
茜
／
s
、
0
・
0
2

67

％
、
体
積
流
量
基
準
で
3
逢

／
h
〜
3
0
0
逢
／
h
、0
・

0
3
％
で
あ
る
。 

特
定
標
準
器
の
指
定
及
び
校
正
等

の
実
施
に
つ
い
て（

流
量（
石
油
流
量
）） 

参考資料11
．背
景

　
石
油
類
の
流
量
測
定
は
石

油
製
品
の
取
引
や
課
税
の
根

拠
と
し
て
、
ま
た
石
油
化
学

プ
ラ
ン
ト
の
生
産
管
理
な
ど

の
様
々
な
分
野
で
重
要
で
あ

る
。

　
標
準
と
な
る
流
量
は
質

量
、
体
積
、
時
間
、
密
度
、

温
度
な
ど
の
他
の
標
準
か
ら

の
組
み
立
て
に
よ
り
決
め
ら

れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
石
油

流
量
の
国
家
標
準
と
し
て
使

用
で
き
る
校
正
設
備
が
な

か
っ
た
た
め
、
流
量
ま
で
の

組
み
立
て
は
流
量
計
の
メ
ー

カ
や
ユ
ー
ザ
に
委
ね
ら
れ
て

い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
活

動
や
生
産
活
動
の
国
際
化
に

伴
い
国
家
間
の
流
量
測
定
値

の
整
合
性
を
保
証
す
る
こ
と

が
不
可
欠
と
な
り
、
国
際
的

な
シ
ス
テ
ム
に
準
拠
し
た
計

量
法
に
基
づ
く
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
制
度
（
J
C
S
S
）

の
運
用
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
産
業
技
術
総
合
研
究
所

は
、
高
精
度
の
石
油
大
流
量

の
研
究
開
発
を
行
い
、
産
業

界
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
共
に
、
世

図 2　特定二次標準器の校正

校
正
等
の
実
施
に
つ
い
て

（
ビ
ッ
カ
ー
ス
硬
さ
）（
2
6
4
3
号
宇
面
続
き
）

計
量
行
政
審
議
会
平
成
　
年
度
第
1
回
計
量
標
準
部
会
資
料
よ
り

17

参考資料4－2

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
体
系
図

「日本計量新報」運営
総合情報サイト

http://www.keiryou-
keisoku.co.jp/

▲

▲

図1　特定標準器の構成


	資料・計量標準の供給開始と校正範囲の拡大（6）



